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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文は野生のイネ科植物の種分類学的研究を扱ったもので，ユ．オオイチゴツナギと近縁群の分類

学，2．沖縄産イチゴツナギの分類学，3．イチゴツナギーアオイチゴツナギ複合群の分類学の三部より

構成される。著者はそれぞれの植物群について，下記の項目に留意して調査研究を実施した。1）各地

の個体群の観察と標本資料の採集，2）染色体の観察によるゲノムの調査と倍数性の確認，3）自然集団

及び栽培個体における自已増殖性の確認，4）染色による花粉稔性の確認，5）減数分裂中期におげる染

色体の挙動，6）倍数体の構成から見た固体群と生育環境（地理的分布，標高，暖かさの指数等）との

関係，及び7）形態的形質（葉舌長，花梗及び節問の粗剛度，葉鞘長と節問長の比，黒色節部の出現率

等）との関係。

　1．オオイチゴツナギ（色）は外部形態がスズメノカタピラ（b）とミゾイチゴツナギ（・）の中間型を示すこ

とからb・c両種の雑種と考えられてきた。しかし本研究の結果，上記項目2）で，染色体数はaは2

n＝42（基本数7の6倍体）であるのに対し，bとcは共に2n＝28（4倍体）であり，項目3）で自

己増殖性，4）で花粉稔性，5）で染色体の正常な挙動がそれぞれ確認された。この結果から著老は，オ

オイチゴツナギは6倍体で，自律性のある種であると結論した。

　2．日本各地の125集団から採集したオオイチゴツナギ複合体841個体中に，上記の3種のいずれと

も一致しない植物群を発見した。それらは沖縄で得たものである。栽培して詳細雪こ調査した結果，染

色体数は2n：28でミゾイチゴツナギに一致し，外部形態もその種に類似することが判明した。差異

は外穎に小毛を欠くか，または出現しても極めて稀である点である。この形質は栽培個体間で一定し

ている。花粉は稔性をもつことから沖縄産の植物群はミゾイチゴツナギの亜種の階級の変異集団と結
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論した。

　3、イチゴツナギーアオイチゴツナギは共に独立種と考える学者が多いが，形態的に中間型も存在

することから，二種は同一種とする見解もある。日本各地65地点から得た615個体の染色体を調査し

た結果，4倍体（2n＝28），5倍体（2n＝35），6倍体（2n＝42），7倍体（2n＝49），8倍体

（2n＝56）が存在することが判明し，4倍体の集団と4倍体以上の高次倍数体の集団とは生育環境

に明瞭な違いがあり，二群は地理的にも生態的にも隔離され，遺伝的に交流がないと考察した。さら

に両群について調査項目7）の形態的形質の比較と5形質の判別関係分析法による解析を行った結果，

僅かな例外を除き，両群は形態的にも区別出来ることが判明した。上記の結果から，4倍体はイチゴ

ツナギ，高次倍数体はアオイチゴツナギに相当し，それぞれは独立種として存在すると結論した。

審　　査　　の　　要　　旨

　野生のイネ科植物は種の分類が難しい植物群として知られているが，その中でも著者が扱ったイチ

ゴツナギ属（Po＆）は特に分類が困難で，種の境界を把えにくいことで有名である。著者は日本各地の

個体群を対象に観察と採集を行い，次いで染色体数，細胞分裂時の染色体の挙動，倍数性と個体群の

関係，個体群と生育環境及び形態的形質との関係等を丹念に調べ，得られた情報を総合的に組合わせ

ることにより野生イネ科植物の種の実体の解明に成果を挙げた。この研究手法は高等植物の種の解明

の一つのあり方を示したものであり，著者の力量は高く評価できる。

　よって，著老は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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